
 

 



 

 

出題意図 

・日本近代文学分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる。また、日本近代

文学研究に必須の知識を持っているかを確認する。 

 

 



 

 

 

 

 

出題意図 

問１～３：関連分野の英文テキストを正確に読解することができるかを確認する。 

問４：テキストの内容を理解した上で、自身の考えを適切に纏めることができるかをはかる。 

 

 



 

 

 

 

出題意図 

 問題文の内容を的確に理解し、日本の古典文学作品の享受史について、自身の研究と関連づけ

ながら具体的に考察して独創的な視座を提示する能力をはかることを意図した出題。 

 

 



 

 

 

 

 

 

出題意図 

研究テーマに関する十分な知識を備えた上で、先行研究での議論を踏まえながら自身の考えを

論理的に述べることができるかを確認する。 

 



 

 



 

 

問 1（解答例） 

1990 年代に始まった児童文学におけるエコクリティシズムは、これまで主に持続可能な未来を築く

「環境市民」の育成という教育的観点から論じられてきた。しかし、帝国主義や植民地主義と環境問題

の相関関係については、いまだ十分な検討がなされていない。この文章の筆者は、現代の児童向け環

境言説のルーツにある帝国主義的な思想を暴き、歴史的文脈を無視した安易な環境教育への活用を

再考すべきだと主張している。具体的には、『ナルニア国物語』を例に挙げ、「誰が正当な自然の管理

者か」「何が悪とされるか」といった問いを通じ、作品に潜む帝国主義的な自然観を批判的に分析するこ

とで、より多角的で帝国主義に批判的な読解の必要性を説いている。（302文字） 

 

問 2（出題意図） 

児童文学に関する分野の批評のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる。また、受験

者が自身の研究計画を具体的に持ち、テキストの論点を適切に参照しながら、自身の研究テーマの意

義を適切に説明することができるかどうかを確認する。 
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